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産学連携学会の目的 
 

 本学会は産学連携に関心を有する全ての方々を対象とし、産学連携に従事す

る際の力量の涵養、地域産学連携活動の総合的支援に関する事業を遂行すると

ともに産学連携業務の専門職化を促進します。 

本学会はこれらの活動を通じて、産学連携学の確立及び産学連携自体を発展

させることにより、我が国の学術や技術の発展を促進し、もって地域が特色あ

る活動を活発に行う豊かで個性と活性に富んだ社会をつくりあげることに寄与

することを目的とします。 

● 地域産学連携活動の総合的支援 

● 産学連携業務の専門職化 

● 産学連携学の確立 

 本学会は産学連携に関する諸課題を専門的実践者の立場から取り扱うべく、

産学官の学識経験者や実務家などが広く交流し、相互に啓発、支援しあう場と

なります。 
産学連携関係者および広く社会全体からの「産学連携学会」への参加を望み

ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

産学連携の実績ー成功事例・失敗事例

集積 → 経験交流・体系化

地域の特性・資源に基づく産学連携システムの構築

学術と技術の発展 → 地域の特色ある活動の活発化

豊かで個性と活性に富んだ社会

・産学連携学の確立

・産学連携業務の専門職化

・地域産学連携活動の総合的支援

・人材育成
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産学連携学会の分野 
「産」と「学」は異なった目的と歴史を持っています。この二つを連携し融合するため

に考えなければならない問題と、それらに関する実践例が数多くあります。以下にその

項目といくつかの具体的な例を掲げます。 

 

１．産学連携のためのシステム 

  ・リエゾンオフィス ・TLO ・インキュベーションラボラトリー  

  ・ビジネススクール ・資金援助機構 ・ベンチャーキャピタル 

２．産学連携のプロセス 

  ・コーディネート ・知財マネージメント ・プロジェクト形成  

  ・技術移転   ・ベンチャー起業 ・産業クラスター形成 ･地域連携 

３．産学連携教育 

  ・MOT ・MBA ･インターンシップ ・産学連携学の形成 

４．産学連携のための政策 

  ・技術移転政策 ･知財戦略 ・戦略プロジェクト  

  ・科学技術政策と産業振興政策の連携 

５．知財の活用 

  ・知的生産サイクル ・基礎研究と特許 ・利益相反 ・発明の対価 

６．企業イノベーションと学との連携 
  ・イノベーションのプロセス ・開発研究と大学 

７．比較産学連携論 
  ・産業構造と産学連携手法 ・地域の特性と戦略的分野設定 

８．産学連携社会学 
  ・産と学の間のコンフリクト ・産学連携の構造  

  ・持続的な産学相互作用の形態 

 
 

活動概要 
 
活動１ 地域連携活動の総合的支援 
［ねらい］  地域経済の活性化をはかる諸活動の総合的な支援。各地域の特色を生か

し各地域の連携機関・組織を中核に、全国的な支援活動を総合的に行い

ます。 

 人材、資金、情報、さまざまなノウハウなど振興策の諸側面の支援を

行います。地方の振興を全国ネットで支援します。 
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［活動内容］ 

・ 地域連携活動を行う人々と組織の支援 

・ これらの活動を補完し、さらに高度化・拡大し地域活性化に寄与 

・ 具体的には、 

  情報：事業ニーズと製品マーケット、技術シーズと技術ニーズの提供・紹介 

→データベース化 

  人材：各種連携事業専門家の紹介・派遣。研修交流活動の支援 

  資金：競争的研究助成金などの獲得支援 

・ 長期的なビジョンに立った地域産業の育成とマーケット拡大の施策構築 

 

活動２ 産学連携業務の専門職化 
［ねらい］ 産学連携の推進には、これに係わる専門的な人材が不可欠です。 

本活動では、この専門職領域を確立し、その人材の確保と技能の向上

を狙いとします。 

［活動内容］ 

・ 計画的・継続的人材育成／スキルアップ（研修事業） 

・ 認定資格制度構築 

・ 産学連携諸機関の全国ネットワーク形成 

・ 産学連携に関する情報交換・相互啓発、共通課題の抽出と解決 

・ 技術移転事例などに関する成功事例・失敗事例の集蓄積と分析、共通資産と

しての活用 

 
活動３ 新しい学問領域「産学連携学」の確立 
［ねらい］ 「産」と「学」とに象徴される技術開発・研究開発の様々な役割と異

なる機能を明らかにします。これらの連携によるイノベーションの推

進と新産業創成における、諸側面の学術的検討と普遍化を目的とする

産学連携学の確立を目指します。さらに、これを対象とする研究者の

育成と系統的教育実施への展開をいたします。 

［活動内容］ 

・ 産学連携に係わる各種課題の学術的調査・分析・評価 

・ 研究集会、学術研究大会の開催 

・ 学術誌、学会誌の発行 

・ 各種セミナー、シンポジウムの開催 

・ 人材育成システムの調査研究 

・ 産学連携の制度などに関する政策提言 

・ 産学連携に関する学術書・啓蒙的著作などの発行 
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入会案内 
 

『産学連携学会』への入会をご案内い 

 たします。 

本学会が会員として想定するのは： 

・第一に「産学連携を必要とする」方々、

即ち、研究成果の実用化・具現化を望

む研究者、新製品・新事業実現のため

に大学など基礎研究機関の成果を求め

る民間企業や起業家などです。 

・第二に「産学連携に従事する」方々、  

即ち、大学などのリエゾン担当教員、

自治体や関係省庁派遣のコーディネー

タ、民間のコンサルタントをされてお

られる方々です。 

・第三に「産学連携を支える」方々、即ち、行政、自治体、金融、ベンチャーキャピタル

関連などに所属されておられる方々です。 

本学会は、産学連携に関する諸課題を専門的実践者の立場から取り扱うため、学識経験 

 者や実務家などが広く交流し、相互に啓発支援しあう場となることが期待されます。 

 本学会の趣旨にご賛同いただき多数の方々のご入会をお願い申し上げます。 

（会員の種別と会費等） 

 種別 入会金 年会費 論文投稿料 版下料 総会議決権

正会員 
個人 

5,000 円 

（ただし学生

は 1,000 円） 

12,000 円 

（ただし学生は2,400円）
不要 不要 あり 

団体 10,000 円 36,000 円 不要 必要 あり 

準会員 

個人 2,000 円 6,000 円 必要 必要 なし 

団体 
一口 2,000 円

（一口以上） 一口 6,000 円（一口以上） 必要 必要 なし 

賛助会員 
個人 不要 一口24,000円（一口以上） 必要 必要 なし 

団体 不要 一口60,000円（一口以上） 必要 必要 なし 

名誉会員 名誉 不要 0 円 必要 必要 なし 

○振込先  郵便貯金口座   番号：０１７５０－４－１１６２９１ 
      名称：特定非営利活動法人 産学連携学会 

（トクテイヒエイリカツドウホウジン サンガクレンケイガッカイ）   

◆誠に申し訳ありませんが、振込手数料はご負担下さい。 

 

産学連携を支える人

産学連携に従事する人

産学連携を必要とする人

産学連携学会会員

産学連携を支える人

産学連携に従事する人

産学連携を必要とする人

産学連携学会会員

※社会人学生の取り扱いについて：学籍を有していても社会人であればできるだけ正会員（または準会員）としての登録をお願いします。 
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会員の特典 
 
１．学会誌が無料で手に入ります（少なくとも年一回発行）。 
２．学会誌に投稿できます(正会員は無料、準会員は有料）。 
３．研究発表会に学会員料金で参加できます。 
４．研究発表会にて、発表することができます。 
５．研究発表会後出版される講演集を無料で入手できます。 
    (少なくとも年一回発行） 
６．無料でニュースレターを受け取ることができます(年数回発行）。 
７．無料で電子メールマガジンを受け取ることができます。 
８．会員は、主宰あるいは関連する各種イベント(講演会、展示会、その他）に

対して、学会の後援名義を求めることができます。 
９．会員は、主宰あるいは関連する各種イベント(講演会、展示会、その他）情

報を学会公式 HP のイベントカレンダーに掲載して、全国にアナウンスす

ることができます。 
１０．会員は、主宰あるいは関連する各種イベントに対する支援を学会に求め

ることができます(講師斡旋紹介、上記 HP カレンダー以外の手段によるア

ナウンス：学会誌への掲載、ニュースレターへの掲載、記者クラブ配付、

電子メールマガジンへの掲載など)。 

 

産学連携学会事務局 
【事務局】 
住所：〒182-0021 東京都調布市布調布ヶ丘2-32-3ジュネス201号室 

㈱キャンパスクリエイト調布ブランチ内 

TEL：080-4203-5165   FAX：042-490-5727 

URL：http://j-sip.org/  E－mail：j-sangaku@j-sip.org 

 




